
１．はじめに

（１）目的

沖縄本島には多くの渡り鳥が、渡りの中継地点として訪れている。私が住んでいる家の近くには、屋部川があり、

河川周辺には色々な鳥類を見かける。屋部川は名護の市街地を流れ、過去には周辺の土地開発に伴う大量の赤土汚

染のあった河川の一つである（西平、1974．）沖縄には多くの探鳥地があるが、屋部川はそれには含まれていない（沖

縄県立博物館、1999．沖縄県の探鳥地ガイド）。そこで、本研究では屋部川周辺に訪れる鳥類相を明らかにして、探

鳥地としての可能性を探ってみたい。

（２）動機

僕は川が好きで、小学生の頃から川の生き物の調査を行っていた。六年生の頃から屋部川で調査をしていると、

普段家のまわりでは見かけない鳥を目にするようになった。それで、その鳥たちの名前や他にどんな鳥がいるのか

調べてみたいと思った。

２．調査場所

調 査 ル ー ト を 2 本 設 定 し

た（ 図 １）。 ル ー ト 1（ 約

500m）：アパート～屋部川（宇

茂佐郵便局）→　陸域の鳥類を

確認するために設定した。ルー

ト２（約 1600m）：屋部川の志

味橋～大瀬橋～名座喜橋　→　

屋部川周辺の鳥類を確認するた

めに設定した。

３．調査方法

2011 年 3 月 ～ 11 月 ま で 調

査を実施した。調査は毎月 10

回程度、早朝に実施した。

ルートセンサス法により鳥類

調査を実施した。すなわち、ルー

トを秒速約２ｍで歩きながら、

目視（肉眼または双眼鏡など）

や鳴声で確認できた鳥類を図鑑

で調べて記録用紙に記録した。

データをパソコンに入力・保存

し、集計・解析を行った。集計

内容は、種ごとの個体数変動、

渡り鳥・留鳥別の個体数変動、

水禽・渉禽・陸禽ごとの個体数

変動などとした。
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図１　屋部川周辺における鳥類調査ルート



４．結果と考察

（１）鳥類の出現種数および月別集計

ルート１では、12 科 17 種の鳥類が確認できた。確認できた種のうち、留鳥が 11 種であり、渡り鳥は 6 種であっ

た。また、確認できた種のうち、陸禽が 16 種、渉禽が 1 種であり、水禽は確認できなかった。

優占種は大部分が留鳥であった。また、優占種のすべてが陸禽であった。また、優占種の第 1 位～ 3 位までは、

ハシブトガラス、スズメ、シロガシラが占めていることが多かった。

表１　ルート１（アパート～屋部川（宇茂佐郵便局））における鳥類の確認種リスト

ルート２では、21 科 48 種の鳥類が確認できた。確認できた種のうち、留鳥が 17 種であり、渡り鳥は 31 種であっ

た。また、確認できた種のうち、陸禽が 25 種、渉禽が 17 種であり、水禽は 6 種であった。

優占種第 1 位は 3 月～ 11 月まで全てハシブトガラスであった。3 ～ 5 月と 9 ～ 11 月までは、キマユムシクイ、

ムナグロ、イソシギ、ダイサギなどの渡り鳥が優占種に含まれていたが、6 月～ 8 月までは、渡り鳥は優占種第 1

位～ 5 位までに含まれていなかった。

調査結果より、ルート２の方がより多くの鳥類の生活の場となっていることが分かった。ルート 1 は、元々山地

であったところを、開発により続々とアパートが建設され、植物が非常に少なく、自然度の乏しい環境となっている。

このため、生息できる鳥類の種類が限られると考えられる。実際に、確認できた個体数の大部分がハシブトガラス、

スズメ、シロガシラ、セッカなどに限定されていた。

これに対し、ルート２では、屋部川という水辺環境があるため、生息できる鳥類の種類数が多かったと考えられる。

No. 科名 種名 生息区分 生活形 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 合計

１ タカ サシバ 旅鳥および冬鳥 陸禽 1 0 0 0 0 0 0 2 0 3
２ チドリ ムナグロ 旅鳥および冬鳥 渉禽 0 1 0 0 0 0 0 32 16 49
３ ハト キジバト 留鳥 陸禽 0 1 9 3 7 3 7 6 1 37
４ キツツキ コゲラ 留鳥 陸禽 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
５ ツバメ ツバメ 旅鳥、一部越冬 陸禽 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
６ リュウキュウツバメ 留鳥 陸禽 0 0 0 0 0 1 7 23 17 48
７ セキレイ マミジロツメナガセキレイ 旅鳥または冬鳥 陸禽 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
８ キセキレイ 冬鳥 陸禽 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5
９ ハクセキレイ 冬鳥 陸禽 1 0 0 0 0 0 0 0 5 6
10 ヒヨドリ シロガシラ 留鳥 陸禽 23 27 16 5 7 3 41 24 23 169
11 ヒヨドリ 留鳥および冬鳥 陸禽 2 1 3 6 1 1 0 4 1 19
12 ツグミ イソヒヨドリ 留鳥 陸禽 2 0 0 0 1 1 1 0 0 5
13 ウグイス ウグイス 留鳥 陸禽 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
14 セッカ 留鳥 陸禽 0 0 1 3 7 15 5 1 0 32
15 ハタオリドリ スズメ 留鳥 陸禽 23 24 58 39 125 157 175 0 4 605
16 カエデチョウ シマキンバラ 留鳥（外来種） 陸禽 0 0 2 2 0 0 0 0 0 4
17 カラス ハシブトガラス 留鳥 陸禽 27 37 22 20 18 12 36 92 194 458



表２　ルート２（屋部川の志味橋～大瀬橋～名座喜橋）における鳥類の確認種リスト

（２）生息区分別確認個体数の推移

ルート１では、大部分が留鳥であり、渡り鳥

はほとんど確認できなかった。

ルート 2 では、留鳥は常に多く確認されてお

り、3 月～ 5 月では冬鳥と旅鳥といった渡り鳥

が多く確認されている。冬鳥は、6 月には確認さ

れてないが、3 月～ 5 月および 7 月～ 11 月には

確認されている。夏鳥は、5 月～ 8 月にわずか

であるが確認されている。

図２　鳥類の生活区分別確認個体数の推移



（３）屋部川周辺で確認された希少な鳥類

屋部川周辺で確認された希少な鳥類を表３に示した。5 目 6 科 7 種が確認された。

表３　屋部川周辺で確認された希少な鳥類

（４）屋部川周辺における鳥類観察マップの

作成

鳥類観察マップを図４に示した。こ

れを利用することで、多くの方々が屋

部川を鳥類観察の場として利用可能と

考えられる。以上より、屋部川は探鳥

地として利用可能と考えられる。

５．今後の課題

まず調査を一定の目処がつくまで継

続させたい。屋部川では、昨年、水質

と水生生物の調査を行い、今回は、鳥

類の調査を行ったので、今度は、屋部

川周辺に生息している昆虫調査を行い

たい。そして、屋部川のスペシャリス

トになれるように努力していきたい。

６．感想

僕は、初めは鳥の名前が分からず、

父さんと二人で図鑑を確認しながら調

査を行ってきた。調査を進めるにつれ

鳥の名前や特徴、鳴き声で特定できる

ようになって嬉しかった。

一番大変だったのは、データ入力

だった。最初は調査票一枚入力するの

に一時間以上かかった。でも、入力作

業を繰り返し続けることで、だいぶ上

達した。
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